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１ 開 会  

 

２ 挨拶 

≪会長挨拶≫ 

 

３ 議事 

議題(１) 施策・取組（案）について、事務局からの説明を

お願いします。 

 

≪資料１：第２期ふじみ野市生きがい学習推進計画の方向性 

資料２：計画の体系 

資料３：施策・取組について をもとに説明≫ 

 

事務局から、審議案件をいただいています。説明をお願いし

ます。 

 

 

取組２３として「地域課題に関する学習と活動の推進」を新

たに追加していますが、取組８「地域課題に関する学びの推進

」と名称が似通っています。取組名及び取組内容についてご審

議ください。 

 市民アンケートで５２％が学びの成果を「生かしていきたい

」、また５７％が学びの成果を生かすには「身近な所で活動が

できること」と回答しており、一番身近な地域である自治組織

で活動し、学びの成果を生かしていただきたいことから、取組

内容の事務局案として、「自治組織の活動の支援」を考えてい

ます。 

 

取組内容から検討します。「自治組織の活動の支援」につい

て、自治会組織代表の方から自治組織運営での課題や取組につ

いてお話しください。 

 

苗間東町会の活動は、小学生から年配者までの世代間交流を

目標としています。 

地元の小・中学校と、ゴミゼロ運動に取り組み、町会ウォー
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キング」を予定しています。 

苗間東町会祭りを４年ぶりに開催しところ、子どもからお年

寄りま多くの人が集まりました。 

参加が少ない子育て世代の人たちをうまく巻き込めるような

魅力ある活動を町会としてやっていきたいです。 

 

岩城委員、お願いします。 

 

霞ケ丘自治会は、ＵＲ都市機構の３０棟あるマンションが中

心です。課題は会員数の減少であり、転入者に加入依頼をして

いまが、加入数は伸びておりません。 

取組としては、西中央公園で毎朝ラジオ体操や団地内の居場

所づくりを行っていますが、参加者は固定化し、減少傾向で

す。 

人との付き合いをどう広げていくかが私たち自治会の課題で

す。ＵＲ都市機構との懇談会が定期的にありますので、いかに

住みやすいまちにしていくのか、話し合いを進めていきたいで

す。 

 

自治組織として機能するように、また、地域が抱える課題に

ついて行政とともに考えていく、そういう取組が求められてい

ます。課題と地域との結びつき・つながりをいかに構築してい

くのかが重要だと思います。 

他に発言がありましたら、お願いします。 

 

西原小学校区で３町会が集まり、祭りを行いました。子ども

向けの企画を実施したところ好評で、多くの子ども達が参加し

ました。準備などが難しいという理由で実施していない事業も

ありますが、子どもと接する機会なので、積極的にやっていき

たいという希望はあります。 

町会として会員減少が大きな課題だと思います。 

 

つながりが非常に希薄という課題を受け止めないと、地域の

活性化は図れない気がします。 

 

従来の自治会組織のまま加入者を増やし、活性化を図るとい

う発想は厳しいのではないかという気がします。 

ある事例では、越してきた若者と団地に住む高齢者との交流
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を促進するために、自治会とは別の取組をしていました。そう

いう情報を集めて、視察などを検討してもいいと思います。 

 

自治組織をどう考えていくのかというところも課題として受

け止めながら、施策に反映できればと思います。 

取組名について、検討していきます。取組の名称について、

事務局案はありますか。 

 

取組２３は、取組内容として「自治組織の活動支援」を案と

しており、取組名を「地域課題の推進」と考えております。 

施策９を「地域コミュニティの人材をつなぐ学びの推進」と

していますが、取組２３は地域のつながりを作るという狙いが

あり学びの色が薄まっています。施策とのバランスを鑑みて、

ご審議ください。 

 

取組２３の名称についての意見をいただきたいと思います。 

 

「地域課題の推進」とのことですが、実際の取組に学習は入

ってくるのでしょうか。 

 

自治組織の中で行う学習を、市で設けるということは考えて

いません。自治組織の中での様々な活動が、生きがい学習の一

つになると考えています。 

 

取組８の「地域課題に関する学びの推進」は、明らかに学び

なので、「地域課題」と限定しないように変更し、取組２３は

このままでいいのではないでしょうか。 

「地域組織の活動の支援」として、市からの支援を受けて、

どういう取組ができるのか、イメージができません。自治会の

中では、運営側は大変だというのが大きいと思います。これか

らは、自分やりたいことでコミュニティができて、それぞれ違

いや、お互いの認識があって、必要な時にコミュニケーション

が取れればいいという風に変わっていくのかもしれません。 

 

市では、自治組織が自主的に取り組んでいる活動について、

補助金という形で支援をしており、新規加入やコミュニティ促

進に対する財政的な支援を行っています。加入率については、

自治組織の皆様と一緒に考えていく必要はあると思います。 
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また、自治組織のＤＸ化も進めていく必要があると思ってい

ます。 

取組２７地域デビューのきっかけづくりの取組内容には「地

域協働学校の実施」が含まれています。この地域協働学校と

は、学校、家庭、地域が連携して取組を進めていこうという事

業です。自治組織に特化させるのではなく、家庭と学校と地域

が連携して取り組んでいく内容のものも、取組に入れていく必

要があると考えています。 

また、様々な地域のボランティアの取組を自治組織に還元す

るということも考えられます。例えば、中学生が自治組織でス

マホの使い方を教える講座を、学校と地域が連携して進めるこ

ともできると思います。そういう取組内容を入れることが、活

動推進につながると思います。 

 

このあたりは事務局にお任せします。 

 

取組８「地域課題の学びの推進」に関して、地域課題を入れ

なくてもいいという意見をいただきました。改めて協議させて

いただきます。 

 

続きまして、資料４－１、４－２について、事務局より説明

をお願いします。 

 

計画冊子の表現についてご審議ください。資料４－１は現計

画と同じ表現です。具体的な取組内容、担当課を明確にしてお

り、計画期間中に事業が変更または終了した場合に、記載して

いる取組みがないことがあります。 

資料４－２は、取組内容の詳細は掲載しておりません。その

年度に実施した事業を、施策や取組に基づき紐づけることがで

きるため自由度が高い反面、取組内容の把握が難しくなりま

す。計画冊子を市民が見た際にどちらがわかりやすいのかご意

見ください。 

 

現計画と同じなのが資料４－１、事務局提案が資料４－２と

なります。 

 

現行計画ではその下に体系図が盛り込まれています。この体

系図は入らないのでしょうか。 
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検討させていただきます。 

 

４－１の方がわかりやすいと思います。文面も、わかりやす

く作成してもらいたいです。 

 

計画期間７年間の中で、事業が無くなった場合、記載が残っ

てしまうというデメリットをどうクリアしていくのかが課題で

す。 

 

「事業内容が一部変更、廃止になる可能性があります」の一

文を追加し対応します。 

また、わかりづらい語句に対して、注釈をつけていきます。 

 

市民の立場で考えた場合、「やってみたい、参加したい」と

思えるのが資料４－１。資料４－２は、抽象度が高く、わかり

づらいと思います。できるだけ具体的な方がいいと思います。 

難しい文言について、市民向けですので、意味等が分かるよ

う記入してもらえると良いと思います。 

 

資料４－１の方が、問合せ等がしやすいと考えます。 

 

本日の議事は以上となります。進行を事務局にお返ししま

す。 

 

長時間にわたりご審議いただき、ありがとうございました。 

次回の審議会は、１０月３１日（火）９時半からを予定して

おります。 

今回審議いただいた内容を中心に検討し、パブリックコメン

トに向けた計画素案の策定を行っていきたいと思います。 

 

４．閉会 

 

以上 

 

 


